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いつもお世話になっております♪ 
半蔵通信編集担当の松裏(まつうら)です。 
 
当月は杜氏の有輝氏が超絶多忙の為、代打で参上いたしました！ 
お手柔らかに、お願いいたします( ^ω^ ) 
 
さて、今月号のピックアップは半蔵の季節商品（春代表）、 
「半蔵 純米大吟醸 花ラベル」のご紹介となります。 
 
いつもであれば有輝氏から造りのお話や酒質について詳しくお話があるのですが、 
なかなかお話を聞く時間も取れず・・・そんな中で造りのこぼれ話がひとつ。 
 
こちらの「半蔵 純米大吟醸 花ラベル」では、 
酒米に「神の穂」を使用しているのですが、造りの際に米が溶けにくく、 
大変な思いをしたとおっしゃってました( ﾟДﾟ) 
 
その分、酒質はスッキリと仕上がっているのではないか！？とのことなので、 
春先のお花見シーズンにぴったりのお酒に仕上がっているかと思います＾＾ 
 
そしてもう一点・・・ 
半蔵通な方は既にお気づきかと思いますが、今季よりラベルデザインも変更され、 
イメージが変わっておりますねー👏👏（オシャレ系ですな） 

 

今年のお花見のお供に、半蔵の「花ラベル」を是非一度ご賞味くださいませ(^^)/ 

 
 

 

 春のお酒、お待たせいたしました♪ 

～忍びの里からお届けいたします～ 

各種 SNSも更新中ですヽ(^o^)丿 

2023 年 3 月 Vol.033 

半蔵 HPはこちら♪ 

 
精米歩合/50％ 

アルコール度数/15 度 

飲酒は 20 歳になってから。 

720ml \1,980(税込) 

ご報告 
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～製造部(蔵人)のご紹介～ 

半蔵の伝統を継承する、 

粋な蔵人メンバーの紹介です(^^)/ 

平均年齢 31 歳の若手チームが半蔵を醸しています。 

 

それでは左から順にどうぞ～！ 

 

・古家 康（麹屋）：夏季は県外の営業周りも担当してます＾＾ 

・大田 麻帆（酛屋）：GHOST といえば・・・このお方！ 

・大田 有輝（蔵元杜氏）：ウチの大黒柱！有輝杜氏。 

・大田 陽平（なんでも屋）：製造して詰めて出荷してと多忙！ 

・森口 浩輔（釜屋）：蒸米掘ってる時鬼カッコいいですよ＾＾ 

 

スペース少なすぎて紹介しきれないので、 

また蔵人さん特集を通信でやってみようと思います＾＾ 

是非お名前覚えてくださいね～(^^♪ 
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２０２３年２月１１日、 
伊賀市の島ヶ原にて行われた「観菩提寺正月堂の修正会（しゅしょうえ）」 

という祭事に弊社スタッフが参加してきました(^^ 
 

「島ヶ原」というと京都と三重（伊賀市）の県境近くに位置しており、 
「半蔵通信 2022年２月号」にてご紹介した 

「純米大吟醸 元頭（エトー）」に使用されている酒米 
「神の穂」を栽培していただいた地域でもありますね＾＾ 

 
さて、今回の祭事ですが 

「いがぶらり体験」という企画で、地域の方からお声がけをいただき、 
弊社スタッフと専務（ちひろさん）の 3名が参加してきたそうなのですが、 

当日のお話を聞いてみたところかなりおもしろそう！！！ 
 

観菩提寺は俗に「正月堂」と称され、天平勝宝三年（751）に 
奈良東大寺の実忠和尚により開創された由緒ある寺院だそうです。 

※google調べ 
 

その「正月堂」を目指して、 
「講」と呼ばれるいくつかのグループを形成、 

「鬼頭」という飾りを手に持ち、盛大に「元頭（エトー）！！」と発声しながら、 
五穀豊穣、厄除の祈願をしながら、地域を練り歩くという・・・ 
お祭り好きな僕にとっては参加したくて堪らない祭事でした。笑 

（諸事情あって今年は参加できなかったので来年は必ず行って来ます👏） 
 

当日の様子はこんな感じ(^^) 皆さん楽しそうですね～(^^♪ 

～忍びの里からこっそりお届けいたします～ 

 
今回担当させていただきました。 

松裏(まつうら)です。 

Vol.030 

最後までお読みいただきありがとうございます。 
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